
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C O N T E N T S 

 

１．三重県からのお知らせ 

① ７月２日開催「高年齢者再就職支援セミナー」のご案内 

② ７月４日開催「高年齢者雇用に関する事業所向けセミナー」のご案内 

③ ７月１７日開催「高年齢者雇用に関する事業所向けセミナー・働きやすい職場づくりセミナー」の 

ご案内 

④ ７月２２日開催「高年齢者再就職支援セミナー」のご案内 

⑤ 高年齢者及び外国人雇用に係る企業向けアドバイザー派遣のご案内 

⑥ 三重県労働相談室のご案内 

⑦ はじめての障がい者雇用支援事業を実施します 

⑧ 令和６年度障がい者のテレワーク導入支援アドバイザー派遣事業を実施します 

⑨ 障害者雇用状況報告（ロクイチ報告）＆障がい者雇用支援事業等説明会を開催します 

⑩ カスタマーハラスメント対策に取り組みましょう！ 

⑪ カスタマーハラスメント対策企業マニュアルのご案内 

⑫ みえの働き方改革推進企業登録制度のご案内 

 

２．三重県労働委員会事務局からのお知らせ 

①「労使間のトラブルでお困りの方、労働委員会が解決のお手伝いをします」 

 

３．三重労働局からのお知らせ 

① 令和６年度 アンダー2000推進運動について 

② 令和６年度 アンダー2000みえ推進大会を開催します 

③ ＳＴＯＰ！熱中症～クールワークキャンペーン実施中～ 

④ 令和６年度労働保険年度更新手続きのお知らせ 

⑤ 事業主の皆さんへ アルバイトの労働条件を確かめよう！～キャンペーン実施中～ 

⑥ 令和６年度 働き方改革推進支援助成金 労働時間短縮・年休促進支援コースのご案内 

⑦ 6月は「外国人雇用啓発月間」です。ともに創ろう、みんなが働きやすい職場～外国人雇用はルール 

を守って適正に～ 

 

４．三重産業保健総合支援センターからのお知らせ 

① 団体経由産業保健活動推進助成金のご案内 

② 独立行政法人労働者健康安全機構「三重産業保健総合支援センター」のご案内 

③ 若年労働者・新入社員向けメンヘル教育について 

 

＊「三重の労働202４年６月・７月号」全ページを一括ダウンロードする 























賃金、残業代を
支払ってもらえない…

突然、解雇を
言い渡された！

賃金、残業代を
支払ってもらえない…

突然、解雇を
言い渡された！

パートだけど
年休ってあるの？
なかなか休めない！！

パートだけど
年休ってあるの？
なかなか休めない！！

１人で悩まずに
お気軽に　　
相談ください

労働者の方や事業主からの
労働問題に関する困りごとに相談員がお答えします。
労働者の方や事業主からの
労働問題に関する困りごとに相談員がお答えします。

こちらこちら
ですです

相談時間相談時間
労働相談（電話・面談） 弁護士相談

月・水・金曜日

火・木曜日
午前9：00～午後5：00

毎月第２金曜日

午後1：00～午後4：00

※２営業日前までに予約が必要です

弁護士相談

月～金曜日
午前9：00～午後4：00

希望する日時を記載し、２営業日前までに
info@mie-kinfukukyo.or.jp へ送信してください。
受付完了後、当アドレスからZoomの番号等を
送信します。

※事前予約制

オンライン相談（Zoom）オンライン相談（Zoom）労働相談（電話・面談）

午前9：00～午後7：00

相談内容など個人の
秘密は守られますので
ご安心ください。

相談無料

至四日市

至松阪三重県
栄町庁舎

合同ビル吉田山
会館

農協ビル県庁

津偕楽
公園

津 

駅

三重県勤労者
福祉会館１F

三重県労働相談室（三重県の機関です）

三重県津市栄町 1丁目 891 三重県勤労者福祉会館 1F
お問い合わせ

059- -213 8290
または

059-224-3110
059- -213 8290

または

059-224-3110

※但し、祝日、年末年始は除きます。
※Eメールでの相談は『労働相談メール受付窓口』（https://www.pref.mie.lg.jp/oshigoto/40630012929.html）
　若しくは、info@mie-kinfukukyo.or.jpへ直接必要事項を記載し送信してください。
※ポルトガル語・スペイン語通訳については、令和５年３月31日をもって終了しました。
　なお、みえ外国人相談サポートセンター（MieCo）では、外国人住民のための相談を行っていますのでご利用ください。  TEL:080-3300-8077

弁護士相談（予約制）も行っています

まずはこちらへお電話をまずはこちらへお電話を

労働相談室





atrio@a-trio.net059-253-7657

企業相談窓口

障がい者雇用を検討している企業の皆様へ

切り出す業務内容の検討

業務の見直し・改善
障がい者の方への説明
実習のサポート

労務面・執務環境面など
の検討 求人要件の検討

就労移行支援事業所との調整
ハローワークへ求人票提出

採用活動
支援機関との連携社内体制の構築 業務の切り出し

環境整備
働き方のルール
策定

　こんなお悩みはありませんか？　

経験がなく、具体的な方法がわからない

どんな仕事をしてもらったらいいかわからない？

過去に雇用したが、仕事があわず辞めてしまった

採用しても、現場のフォローがうまくいかない　　 など

障がい者雇用の専門家
に相談しませんか？

令和６年４月から、障がい者の法定雇用率が引き上
げとなりました。
当事業では、はじめて障がい者雇用に取り組む企業
や、障がい者雇用に不安を感じている企業に専門家
を派遣し、業務切り出しや、受け入れ環境整備など
の支援をさせていただきます。
また、随時相談にも応じますので、お気軽にご相談
ください。

令和6年度 はじめての障がい者雇用支援事業（三重県委託事業）

受付時間：10:00～16:00　定休日：土・日曜日・祝日

NPO法人　a trio（アトリオ）内

参加費
無料

お問い合わせ

【障がい者雇用支援モデル】
御社の障がい者雇用状況にあわせて支援させていただきます！

社内勉強会の開催

雇用課題の整理

〒514-1125　三重県津市久居元町2361-2　



参加費
無料

伊勢庁舎402会議室

中勢会場

6月24日（月）
津商工会議所１階　
丸之内ホール
津市丸之内29－14

主な内容
・障がい者雇用の基礎知識
・障がいの特性
・雇用時に準備すること
・テレワークや短時間雇用など　
　の障がい者雇用事例の紹介
・交流会　など

これから障がい者雇用に取り組む企業の皆様へ

基礎知識セミナー
はじめての障がい者雇用支援事業

時間：各回14:00 ～ 16:30

お申込みはこちら

4月から従業員40人以上の企業は障害者雇用制度の対象です！

北勢会場は
オンラインでも参加可

13:00～テレワークセミナーも同日開催

北勢会場

6月25日（火）
四日市商工会議所１階　
大ホール
四日市市諏訪町2番5号

対象者：企業の障がい者雇用ご担当者・経営者
（就労支援事業所、特別支援学校の担当者の方は、15:45からの交流会にお越しください）

●はじめて障がい者雇用に取り組む企業や障が　
　い者雇用に不安を感じている企業が対象です。
●実際の雇用事例や、障がい者雇用促進法の改
　善点などをわかりやすく解説します。
●新たに障がい者雇用を増やしたい企業もぜひ
　ご参加ください。

令和6年度 三重県委託事業

【主催】
三重県雇用経済部
障がい者雇用・就労促進課

【後援】三重労働局

14：00～15：45　企業向けセミナー・参加企業同士の情報交換会
15：45～16：30　就労支援事業所、特別支援学校との交流会

お問い合わせ
NPO法人　a trio(アトリオ）
〒514-1125　三重県津市久居元町2361-2 
TEL :059-253-7657　FAX:059-253-7659 
Mail:atrio＠a-trio.net

担当：山口

南勢会場

6月19日（水）

伊勢市勢田町628番地2
（伊勢庁舎4階）

伊勢庁舎402会議室

セミナーに参加いただいたご希望の企業の方には、業務の切り出し方から、
雇用するまでの段階に応じた支援を無料でさせていただきます。





テレワークを活用した
障がい者雇用実践セミナー

・就労移行支援事業所と
協力する方法

・自社の社員をテレワークに
移行する方法

環境面を整える
方法がわからない

・PC業務を切り出す方法
・コミュニケーション就労など

新たな働き方

業務の切り出しが
難しい

・IT環境　・セキュリティ面
・社員とのコミュニケーション

・勤怠管理

令和6年度  障がい者のテレワーク導入支援アドバイザー派遣事業

令和6年　6月25日（火）　13:00～14:０0

テレワークに適した
人材の採用・育成

4月から従業員40人以上の企業は障害者雇用制度の対象です

日時

場所

講師

どうすればいいの？を
すべて解決！！

障害者雇用促進法の改正により、障がい者の法定雇用率は、令和6年4月に2.5％（従業員40.0人以上の事業所が対象）、
令和8年7月に2.7％（従業員37.5人以上の事業所が対象）まで引き上げられます。
本セミナーでは、テレワークによる障がい者雇用について、具体的な事例を交えつつ、ポイントを解説します。

四日市商工会議所
1階大ホール
（四日市市諏訪町2番5号）

【企業事例もご紹介！】

NPO法人　a trio 理事長　山口 友美
社会福祉法人　ぷろぼの
　　　津事業所　所長　米田 英雄 

ぷろぼの津事業所では、障がい者のテレワークによる訓練、企業への
相談対応、就職後のアフターフォローを行っています。
法定雇用率引き上げによる昨今の障がい者雇用状況や、課題解決事
例、テレワークの可能性、具体的に進める上での手法などお話いたし
ます。

オンラインでも配信します

参加費
無料

「はじめての障がい者雇用実践セミナー」も同日開催

14:00から、はじめての障がい者雇用に取り
組む企業などを対象に、基礎知識セミナー
を開催します。引き続き、ご参加ください。



●共催 三重県、三重労働局、（独)高齢・障害・求職者雇用支援機構三重支部 三重障害者職業センター
三重県社会保険労務士会

●お問い合わせ 三重県雇用経済部 障がい者雇用・就労促進課 電話 059-224-2510

１ 対象者

ロクイチ報告対象企業の経営者・人事労務担当者等

※参加人数が500人に達した場合、申込を締め切ります。

２ プログラム
１０:００～ 障がい者雇用の現状と障害者雇用状況報告書の書き方（基礎編）

三重労働局 職業安定部職業対策課

１０:45～ 三重障害者職業センターにおける事業主支援

～雇入れから定着に至るまで～

（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構三重支部 三重障害者職業センター

１１：00～ 三重県からのお知らせ
① 県立特別支援学校における企業への就職に向けた取組について

三重県教育委員会事務局 特別支援教育課

② 令和６年度障がい者雇用支援事業の紹介

三重県雇用経済部 障がい者雇用・就労促進課

３ 申込
二次元バーコードもしくは県のホームページから、
「三重県 障がい者の就労支援」で検索し、
申込リンクから所定事項を記入して申し込んでください。

６月21日（金）
１０:００-１２：００

三重県 障がい者の就労支援

障害者雇用状況報告（ロクイチ報告）勉強会
＆障がい者雇用支援事業等説明会

開催
日時

オンライン
Zoomウェビナーで開催

参加
方法

障害者雇用状況の報告義務のある事業主（※）は、毎年6月1日時点での障害者の雇用状況
をハローワークに報告(通称：ロクイチ報告）する義務があります。

（※）企業全体の常用労働者（除外率により除外すべき労働者を控除した数）が40人以上の事業主

【ＰＯＩＮＴ】

●初めてロクイチ報告を記
入するにあたっての基礎
をポイント解説！

●ジョブコーチ支援など、
障がい者の雇入れや職
場適応を容易にするた
めの支援について解説！

●はじめて障がい者雇用
を行う企業をサポート
する事業など、令和６年
度に三重県が実施する
事業について解説！

参加無料
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2022年2月　　　　　　　　　 カスタマーハラスメント対策企業マニュアル作成事業検討委員会 



16

17



16

17
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   カスタマーハラスメントとは、顧客や取引先など（以下「顧客等」）からのクレーム全てを
指すものではありません。顧客等からのクレームには、商品やサービス等への改善を求め
る正当なクレームがある一方で、過剰な要求を行ったり、商品やサービスに不当な言いが
かりをつける悪質なクレームもあります。不当・悪質なクレーム、いわゆるカスタマーハラ
スメントからは従業員を守る対応が求められます。

（出典：令和2年度 厚生労働省 職場のハラスメントに関する実態調査）
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（出典：令和2年度 厚生労働省 職場のハラスメントに関する実態調査）
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   企業及び事業主として適切な対応をしていない場合、被害を受けた従業員から責任を
追及される可能性があります。

　以下の事例は、保護者による教諭に対する理不尽な言動があった際に、当該教諭の管
理監督者である校長に損害賠償責任が追及された事例です。



   企業及び事業主として適切な対応をしていない場合、被害を受けた従業員から責任を
追及される可能性があります。

　以下の事例は、保護者による教諭に対する理不尽な言動があった際に、当該教諭の管
理監督者である校長に損害賠償責任が追及された事例です。
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図7：カスタマーハラスメントに関わる内部手続の流れの例



図7：カスタマーハラスメントに関わる内部手続の流れの例



８．SNS/インターネット上での誹謗中傷型
●インターネット上に名誉を毀損する、またはプライバシーを侵害する情報を掲載す

る。

【対応例】掲示板やSNSでの被害については、掲載先のホームページ等の運営者（管理
人）に削除を求める。投稿者に対して損害賠償等を請求したい場合は、必要に応じて弁護
士に相談しつつ、発信者情報の開示を請求する。名誉毀損等について、投稿者の処罰を
望む場合には弁護士や警察への相談等を検討する。解決策や削除の求め方が分からな

い場合には、法務局や違法・有害情報相談センター、「誹謗中傷ホットライン」（セーファー
インターネット協会）に相談する。
 

●「殺されたいのか」といった脅迫的な発言をする、反社会的勢力とのつながりをほのめ

かす、異常に接近する等といった、従業員を怖がらせるような行為をとる。または、「対応

しなければ株主総会で糾弾する」、「SNSにあげる、口コミで悪く評価する」等とブランド

イメージを下げるような脅しをかける。
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望む場合には弁護士や警察への相談等を検討する。解決策や削除の求め方が分からな
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図8：カスタマーハラスメントに関わる内部手続の流れの例
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図9：カスタマーハラスメントと企業内でのハラスメントの違い
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三重労働局は、

を目指し、労働災害防止対策を推進します

〇重点災害
行動災害「転倒」「腰痛」
墜落・転落災害
機械災害
「はさまれ・巻き込まれ」
「切れ・こすれ」
交通労働災害
高年齢労働者の労働災害

〇重点業種
製造業
建設業
道路貨物運送業
小売業
社会福祉施設

三重労働局 ・ 労働基準監督署

リスクアセスメント・安全衛生活動の推進
～ ＰＤＣＡサイクルで労働災害を未然防止！ ～

重 点 事 項重 点 事 項
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【行動災害（転倒、腰痛）防止対策】
□ 作業通路における段差や凹凸、突起物、継ぎ目、濡れた床面等の解消
□ 照度の確保、手すりや滑り止めの設置
□ 危険箇所の表示等の危険の「見える化」の実施
□ 機械化による省略化

【墜落・転落災害防止対策】
□ 足場・屋根からの墜落・転落災害防止
□ 脚立・はしご・階段からの墜落・転落災害防止
□ トラックの荷台からの墜落・転落災害防止
□ 「墜落災害防止強調月間（７・12月）」の重点取組

【機械災害防止対策】
□ リスクアセスメント及びリスク低減措置の実施
（機械設備等の安全化及び作業方法の改善）

【交通労働災害防止対策】
□ 交通ルールの順守
□ 運転時及び歩行時の安全確認の徹底
□ 交通安全教育の実施

【高年齢労働者の労働災害防止対策】
□ 身体機能を補う設備・装置の導入
□ 身体機能の低下を考慮した作業内容の見直し
□ 健康状況、体力の状況の把握・対応

＊R5の数値は暫定値

[ 協 力 団 体 ] （ 一 社 ） 三 重 労 働 基 準 協 会 連 合 会 建 設 業 労 働 災 害 防 止 協 会 三 重 県 支 部
陸上貨物運送事業労働災害防止協会三重県支部 林業・木材製造業労働災害防止協会三重県支部
港 湾 貨 物 運 送 事 業 労 働 災 害 防 止 協 会 四 日 市 支 部 （ 一 社 ） 日 本 ボ イ ラ 協 会 三 重 支 部
（ 一 社 ） 日 本 ク レ ー ン 協 会 三 重 支 部 （ 公 社 ） 建 設 荷 役 車 両 安 全 技 術 協 会 三 重 県 支 部
（一社）日本労働安全衛生コンサルタント会三重支部 （独行）三重産業保健総合支援センター
三重県RSTトレーナー会 各地区労働基準協会：桑名・四日市・津・松阪・伊勢・伊賀・熊野尾鷲地区労働基準協会

労働災害発生状況（休業4日以上の死傷災害）

アンダー2000みえ推進運動 検索アンダー20 0 0推進運動特設ページ
ガ イ ドラ イン 等の D L は こ ち ら⇒

【製造業】はさまれ・巻き込まれ、切れ・こすれ等の機械災害防止
【建設業】墜落災害防止
【道路貨物運送業】墜落・転落災害防止、交通労働災害防止
【小売業・社会福祉施設】転倒災害防止、高年齢労働者の労働災害防止

三重労働局・労働基準監督署における主な実施事項
□ 「令和６年 死亡災害ゼロ・アンダー2,000みえ推進大会」の開催
□ 全国安全週間、全国労働週間等の実施期間中における労働局長パトロールの実施
□ 三重労働局ホームページに「アンダー2,000みえ推進運動」に係る特設ページの開設
□ 労働災害防止団体の各分会、地区労働基準協会、主要事業者団体、業種団体等に対する要請等
□ 会議・会合・安全パトロール等あらゆる機会を活用した事業場に対する周知・啓発
□ 労働基準監督署独自の「アンダー2,000みえ推進運動」に係る行政施策の実施
□ 年間安全衛生管理計画に関する事業者への指導・援助



第一部 11︓15～13︓15（受付11︓00～）事前申込み不要
第二部 13︓30～16︓00（受付12︓30～）定員200人

津市一身田上津部田1234 

主催 厚生労働省三重労働局

お問合せ先 三重労働局 労働基準部 健康安全課 TEL 059-226-2107

第一部 （11︓15～13︓15）

アシストスーツ体験会
一般社団法人アシストスーツ協会

第二部 （13︓30～16︓00）

●厚生労働大臣安全衛生優良事業場表彰受賞紹介

●説明「第14次労働災害防止計画について」

●ＳＡＦＥコンソーシアムの取組み紹介

●腰痛予防対策の取り組み手法の紹介・実演

●講演「行動災害防止について」

協力 各地区労働基準協会・(一社)アシストスーツ協会

お申込はこちらから

共催 (一社)三重労働基準協会連合会、建設業労働災害防止協会三重県支部、陸上貨物運送事業労働災害防止協会
三重県支部、林業・木材製造業労働災害防止協会三重県支部、港湾貨物運送事業労働災害防止協会四日市支部
(一社)日本ボイラ協会三重支部、(一社)日本クレーン協会三重支部、(公社)建設荷役車両安全技術協会三重県
支部、(一社)日本労働安全衛生コンサルタント会三重支部、(独)三重産業保健総合支援センター、
三重県RSTﾄﾚｰﾅ ｰ会

【 会場ロビー】

・転倒、腰痛災害防止

・熱中症防止

用品、用具の展示実施



4月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

（R６.5）

STOP︕熱中症

準備はできていますか
きちんと実施されているかを確認し、チェックしましょう

□ 労働衛生管理体制の確立 事業場ごとに熱中症予防管理者を選任し熱中症予防の
責任体制を確立

□ 暑さ指数の把握の準備 JIS規格に適合した暑さ指数計を準備し、点検

□ 作業計画の策定 暑さ指数に応じた休憩時間の確保、作業中止に関する
事項を含めた作業計画を策定

□ 設備対策の検討 暑さ指数低減のため簡易な屋根、通風または冷房設備、
散水設備の設置を検討

□ 休憩場所の確保の検討 冷房を備えた休憩場所や涼しい休憩場所の確保を検討

□ 服装の検討 透湿性と通気性の良い服装を準備、送風や送水により
身体を冷却する機能をもつ服の着用も検討

□ 緊急時の対応の事前確認 緊急時の対応を確認し、労働者に周知

□ 教育研修の実施 管理者、労働者に対する教育を実施

職場における熱中症よる労働災害が増えています‼

重点取組

準備 キャンペーン期間

令和5年の三重県における熱中症による休業4日以上の死傷者数は
1 6人（+8人）で、令和4年と比較して大幅な増加となりました
一人ひとりが意識し「熱中症予防」に取り組みましょう︕

令和5年の三重県における熱中症による休業4日以上の死傷者数は
1 6人（+8人）で、令和4年と比較して大幅な増加となりました
一人ひとりが意識し「熱中症予防」に取り組みましょう︕

三重労働局・労働基準監督署

三重労働局ホームページ

「熱中症予防特設ページ」



□ 暑さ指数の低減効果を再確認し、必要に応じ対策を追加
□ 暑さ指数に応じた作業の中断等を徹底
□ 水分、塩分を積極的に取らせ、その確認を徹底
□ 作業開始前の健康状態の確認を徹底、巡視頻度を増加
□ 熱中症のリスクが高まっていることを含め教育を実施
□ 体調不良の者に異常を認めたときは、躊躇することなく救急隊を要請

□ JIS規格に適合した暑さ指数計で暑さ指数を随時把握
地域を代表する一般的な暑さ指数（環境省）を参考とすることも有効

測定した暑さ指数に応じて以下の対策を徹底

STEP
1

STEP
2

キャンペーン期間（5月～9月）にすべきこと

□ 暑さ指数の低減 準備期間に検討した設備対策を実施

□ 休憩場所の整備 準備期間に検討した休憩場所を設置

□ 服装 準備期間に検討した服装を着用

□ 作業時間の短縮 作業計画に基づき、暑さ指数に応じた休憩、作業中止

□ 暑熱順化への対応 熱に慣らすため、7日以上かけて作業時間の調整
※新規入職者や休み明け労働者は別途調整することに注意

□ 水分・塩分の摂取 水分と塩分を定期的に摂取（水分等を携行させる等を考慮）

□ プレクーリング 作業開始前や休憩時間中に深部体温を低減

□ 健康診断結果に
基づく対応

次の疾病を持った方には医師等の意見を踏まえ配慮
①糖尿病、②高血圧症、③心疾患、④腎不全、⑤精神・神経
関係の疾患、⑥広範囲の皮膚疾患、⑦感冒、⑧下痢

□ 日常の健康管理 当日の朝食の未摂取、睡眠不足、前日の多量の飲酒が熱中症
の発症に影響を与えることを指導し、作業開始前に確認

□ 作業中の労働者の
健康状態の確認

巡視を頻繁に行い声をかける、「バディ」を組ませる等労働
者にお互いの健康状態を留意するよう指導

□ 異常時の措置

少しでも本人や周りが異変を感じたら、必ず一旦作業を離れ、
病院に搬送する（症状に応じて救急隊を要請）などを措置
※全身を濡らして送風することなどにより体温を低減
※一人きりにしない

暑さ指数の把握と評価

環境省
熱中症予防情報

サイト

重点取組期間（7月）にすべきこと



労働保険（労災保険・雇用保険）の令和５年度確定保険料と令和６年度概算保険料の申告・納

付期間は、 

令和６年６月３日（月）から令和６年７月１０日（水） 
までです。 

今年度の年度更新は、令和６年度の労災保険率が変更されていますのでご注

意ください。なお、雇用保険率については、変更はありません。  労働保険年度更新 
に係るお知らせ 

○詳しくは、厚生労働省 HP「労働保険年度更新に係るお知らせ」 

をご覧ください。 

 ・ 申告書の書き方について 

 ・ 申告書の書き方動画配信 

 ・ 保険率・一般拠出金について 

   など掲載しています。 

年度更新申告書の提出は、「電子申請」での提出をお願いします。 

 

電子申請手続 e-Gov 

○労働保険の電子申請手続きは「e-Gov」(https://shinsei.e-gov.go.jp/) 

 から行うことができます。 

○労働保険関係手続（一部手続を除く）は、G ビズＩD を利用して手続す 

 ることができます。 
労働保険関係手続 

の電子申請について 

○厚生労働省 HP「労働保険関係手続の電子申請について」をご覧ください。ｌ 

・ 労働保険の電子申請に関する詳細は特設サイト 

 ・ 電子申請未利用事業アドバイザー事業について 

 ・ 労働保険の電子申請説明動画 

 ・ 労働保険関係手続の電子申請にかかる基本的な流れ 

   など掲載しています。 

 

 

年度更新手続きは電子申請利用が便利です!! 



三重労働局雇用環境・均等室 ＴＥＬ ０５９－２２６－２３１８



令和６年度「働き方改革推進支援助成金｣
労働時間短縮・年休促進支援コースのご案内

令和２年４月１日から、中小企業に、時間外労働の上限規制が適用されています。
このコースは、生産性を向上させ、労働時間の削減や年次有給休暇の促進に向けた環境整備に
取り組む中小企業事業主の皆さまを支援します。ぜひご活用ください。

働き方改革推進支援助成金にはこのコース以外にも勤務時間インターバル導入コースなど中小企業における
労働時間の設定の改善の推進を目的としたコースがあります。
詳細についてはURL またはQRコードからご確認ください。 働き方改革推進支援助成金 検索

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000120692_00001.html

助成額

成果目標 助成上限額 ※１ （補助率原則 3/4）

以下のいずれかを１つ以上実施
①36協定の月の時間外・休日労働時間
数の削減
②年休の計画的付与制度の整備
③時間単位の年休の整備及び特別休
暇の整備

成果目標の達成状況に基づき、①～③の助成上限額を算出
①月80H超→月60H以下：200万円 ※２
②25万円
③25万円

※１ 賃上げ加算制度あり：賃金を３％以上引き上げた場合、その労働者数に応じて助成金の上限額を更に15万円～最
大150万円加算（５％以上の場合は、24万円～最大240万円加算）。
（常時使用する労働者数が30人以下の場合は加算額が倍になる。）

※２ 月80H超→月60～80H：100万円／月60～80H→60H以下：150万円

合計250万円

＜お問合せ先＞三重労働局雇用環境・均等室 ＴＥＬ ： ０５９－２２６－２１１０



６月は「外国人雇用啓発月間」

※詳しくは、ハローワーク（公共職業安定所）、都道府県労働局にお問い合わせください。

PS060601外01

ともに創ろう、みんなが働きやすい職場
～外国人雇用はルールを守って適正に～

外国人を雇用している事業主の皆さん

守るべき雇用ルールを、いま一度チェックしてみましょう

国籍で差別しない公平な採用選考を行っていますか？

労働法令を守り、労働・社会保険に入っていますか？

日本語教育や生活上・職務上の相談に配慮していますか？

安易な解雇はしていませんか？

外国人の雇入れ・離職時に、ハローワークへ

外国人雇用状況届出を出していますか？

「外国人労働者の雇用管理の改善等に関して事業主が適切に対処するための指針」より

✓
✓
✓
✓
✓

※詳しくは、ハローワーク（公共職業安定所）、都道府県労働局にお問い合わせください。



団体経由産業保健活動推進助成⾦は、事業主団体等を通じて、中⼩企業等の産業保健

活動の⽀援を⾏う助成⾦です。

事業主団体等が傘下の中⼩企業等に対して、医師等による健康診断結果の意⾒聴取や

ストレスチェック後の職場環境改善支援等の産業保健サービスを提供する費用・事務

の一部を委託する費用の総額の90%（上限500万円（一定の要件を満たした団体※

は1,000万円 ）を助成します。

※１団体につき年度ごとに１回限りです。

団体経由産業保健活動推進助成⾦のご案内
傘下の中⼩企業等に産業保健サービスを提供しませんか︖

中⼩企業等の健康づくりの⽀援を⾏う事業主団体等の皆さま 令和６年度版

サービスの流れ 助成⾦の流れ

助成の仕組み

事業者等

団体等

労働者健康
安全機構

1.実施計画提出

3.利⽤申し込み

産業医、

保健師等

契約

5.助成⾦申請

2.計画承認

6.助成⾦⽀給

4.産業保健サービスを提供

⽀給の流れに沿って番号をつけています

※構成事業主が50以上であること等

独立行政法人労働者健康安全機構

対象となる団体等

事業主団体等

事業主団体又は共同事業主であって、中小企業事業主の占める割合が構成事

業主等全体の２分の１を超えていること等、一定の要件を満たす団体等

労災保険の特別加入団体

労働者災害補償保険法（昭和22年法律第50号）第33条第３号に掲げる者の

団体または同条第５号に掲げる者の団体であって、一定の要件を満たす団体

次のうちいずれかであること



https://www.johas.go.
jp/sangyouhoken/tabi
d/1251/default.aspx

本助成⾦に関する詳細は、こちらをご確認ください。

ご相談、ご質問は、こちらのチャットボットが便利です。

チャットボットで解決しない場合は下記までお問い合わせください。

お問い合わせが重なると繋がりにくい場合があります。あらかじめご了承ください。

労働者健康安全機構勤労者医療・産業保健部産業保健業務指導課

電話番号︓0570-783046

助成⾦⽀給の流れ

お問い合わせ

対象となる産業保健サービス等

産業保健サービスで助成対象となるのは以下の①〜⑦のとおりです。

① 医師、⻭科医師による健康診断結果の意⾒聴取

② 医師、保健師による保健指導

③ 医師による⾯接指導・意⾒聴取

④ 医師、保健師、看護師等による健康相談対応※

⑤ 医師、保健師、看護師、社会保険労務⼠、両⽴⽀援コーディネーター等

による治療と仕事の両⽴⽀援

⑥ 医師、保健師、看護師等による職場環境改善支援※

⑦ 医師、保健師、看護師等による健康教育研修、事業者と管理者向けの産

業保健に関する周知啓発※

※化学物質取扱に係る健康相談、改善指導、研修等も対象になります。

この他、事務の一部を委託する費用も対象となります。

▶ 原則、先着順で受付します。

▶ 実施計画提出の期日前であっても、予算の上限に達する等の場合は、受付を停止します。

①郵送 ②Googleフォーム ③jGrants（電子申請システム）のいずれかにより、申請が
可能です。詳細は、右下の二次元コード又はURLをご確認ください。

１. 実施計画提出
（交付申請）

〆切︓令和６年12月27日(⾦) 必着

２. 計画承認 １の受付後、原則30日以内

３. 助成対象
計画を承認された期間（最⻑で令和７年２⽉21日まで）において、
提供されたサービスの費用＋事務費の総額の90%（上限あり）

４. 助成⾦⽀給申請
計画を承認された期間の最終日から起算し、30日後の日
⼜は令和７年２⽉28日のうち、いずれか早い日まで 必着

５. 助成⾦の⽀給 令和７年３⽉31日まで

（R6.5）



独立行政法人労働者健康安全機構 

「三重産業保健総合支援センター」のご案内 
三重産業保健総合支援センターでは、産業保健に携わる 

産業医、保健師、衛生管理者をはじめ事業主や人事労務担 
当者の方々に対して、産業保健に関する研修や専門的な相 
談への対応など、各種支援を行っています。 
 提供するサービスは、全て無料です。 
 皆様のご利用を、心よりお待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

独立行政法人労働者健康安全機構 三重産業保健総合支援センター 
〒514-0003 三重県津市桜橋 2 丁目 191－4 三重県医師会館内 

E-mail :  mie-jooohas@mies.johas.go.jp 

 

 

 

 

 

 

≪三重産業保健総合支援センターの業務内容≫ 
 〇 産業保健関係者に対する専門的研修 
   産業医、保健師、衛生管理者、人事労務管理担当者等を対象と 

して、産業保健に関する様々なテーマで研修を実施しています。 
 ６月、７月の実施予定は下記参照。 

   ※研修参加には事前の申し込みが必要です。 

 〇 事業主・労働者に対する啓発セミナー 
   企業や団体の要望により、事業主や労働者を対象とした、職 

場におけるメンタルヘルス対策（セルフケア・ラインケア）や 
治療と仕事の両立支援等の啓発セミナーを実施します。 
 詳細は、当センターにご確認ください。 

 〇 治療と仕事の両立支援 
   治療中の労働者が就労を継続するために、保健師等が事業場を 
  訪問し、両立支援制度の導入や患者と企業との間に入る個別調整 
  支援を実施します。 
 〇 メンタルヘルス対策の普及促進のための個別訪問支援 
   保健師等が事業場を訪問し、心の健康づくり計画の作成やスト 
  レスチェック制度の導入、職番環境改善等に関するアドバイスを 
  行います。 
 〇 産業保健関係者からの専門的相談対応 
   産業医学、労働衛生工学、メンタルヘルス等に豊富な経験を持つ 
  専門スタッフが、産業保健に関する様々な相談に、窓口・メール・ 
  電話等で相談に応じ、解決方法を助言します。 

≪６月、７月の主な研修予定≫ 
 〇 ６月１８日（火）１４：３０～１６：３０ 

   「自律的化学物質管理における呼吸用保護具の選択と使用」 

 〇 ６月２０日（木）１４：３０～１６：３０ 

   「母性健康管理、仕事と家庭の両立」 

 〇 ６月２４日（月）１４：００～１６：００ 

   「職場における腰痛予防と運動療法」【オンライン】 

 〇 ７月４日（木）１３：３０～１５：３０ 

   「労働基準法のあらまし」 

※ 他にも、研修予定はたくさんあります。（詳細は、当センターHP でご確認ください。） 

 

 

 

 
【研修会会場案内図】 

当センター（三重県医師会館 5 階）
会議室です。 

 



事業主のみなさま  

 

 

 

現在、新入社員や若年労働者の離職（3 年目までの離職率が 

３割以上）が問題になっており、その理由として、「心の病」に 

罹患する若年者が大幅に増加していることが挙げられます。 

 多くの時間と資金をかけて採用し、教育を実施した労働者が 

退職することは、企業にとって大きなデメリットとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪メンタルヘルス対策に取り組むメリット≫ 

〇 労働者の会社への帰属意識高揚・労働意欲高揚 

〇 離職率の低下・優秀な人材確保 

〇 ハラスメント予防 

≪当センターの実施事項≫ 

当センターでは、企業におけるメンタルヘルス対策を推進するため、メンタルヘルス対策の専門

家を事業場に派遣し、以下のような教育を実施することが可能です。 

 

【当センターのメンタルヘルス教育メニュー】 

〇 新入社員・若年労働者向けセルフケア教育 

   新入社員や若年労働者への教育の一つとしてオススメ！ 

〇 管理監督者向けラインケア教育 

   新入社員や若年労働者を部下に持つ管理職の方にオススメ！ 

   新しく管理職になった方への教育にオススメ！ 

【メンタルヘルス関係個別訪問支援】 

 〇 メンタル不調者対応に関する助言 

 〇 心の健康づくり計画策定、事業場内窓口設置の助言 

 〇 休業しているメンタル不調者の職場復帰に関する助言 

 

≪申込先≫ 

 三重産業保健総合支援センターホームページのお申込みフォームをご利用ください。 

 独立行政法人 労働者健康安全機構 三重産業保健総合支援センター 
〒 ５１４－０００３  三重県津市桜橋二丁目１９１－４ 

ＨＰ https://www.mies.johas.go.jp/  ０５９－２１３－０７１１ 

 

新入社員・若年労働者の心の健康を守りましょう！！ 

 

  

 

0

10

20

30

40

50

高校卒 短大卒 大学卒

令和2年3月新規学卒就職者の離職率

1年目 2年目

3年目

42.6

32.3

無料サービス 

 

27.9 

30.6 29.0 

43.9 

32.6 

33.3 
39.9 

26.8 

35.8 

29.6 27.5 21.3 

3.7 6.5 3.6 
7.9 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

2017年 2019年 2021年 2023年

「心の病」の最も多い年齢層の推移

10～20代 30代

40代 50代以上

公益財団法人

日本生産性本部調査

37.0 

労働生産性向上！ 

顧客満足度向上！ 

厚生労働省職業安定局集計 

 

 


